
ジェネリック医薬品

医療費節約
抑えの切り札！

　今では「ジェネリック医薬品」ということばも、すっかり浸透
しました。とは言え、欧米諸国に比べて普及率ではまだまだ不十
分です（※）。
　また、国民医療費は高齢化などに伴い年々増え続けており、
薬剤費の占める割合も同様に増え続けています。国では、「ジェ
ネリック医薬品」のさらなる普及を国民医療費削減の切り札とし
て推進しています。
　改めて、「ジェネリック医薬品」について、ご確認ください。

（※）ジェネリック医薬品の普及率
厚生労働省によると、平成23年９月時点でのジェネリック医薬品の普及率（数量シェア）は40%（新指標）となっており、アメリカの90%以上、
ヨーロッパ諸国の60～80%に比べて、まだまだ低い状況です。
厚生労働省では平成30年３月までに普及率60%以上をめざしており、そのためにジェネリック医薬品の安定供給や品質に対する信頼性の確
保などの施策に取り組むことになっています。
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占める薬剤費の割合
（平成23年度）国民医療費（兆円）

「平成23年度 医療費の動向」「平成22年度 高齢者医療制度改革会議資料」（厚生労働省）を基に作成

「平成23年度 国民医療費の概況」
（厚生労働省）

（兆円）

（年度）
（予測）

33.1 34.1
38.6

34.8 36.0 37.437.4

52.3

国民医療費
38.6兆円

薬剤費
6.6兆円
（17％）

2014年夏号「けんぽだより」別冊

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知
」を

ご
活
用
く
だ
さ
い

　
当
健
保
組
合
で
は
、
薬
代
の
節
約
が
期
待
で
き
る
人
を
対
象
に
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知
」
を
送
付

し
て
、
節
約
効
果
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知
」
は
今
年
も
実
施
し
ま
す
の
で
、薬
代
の
節
約
に
大
い
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

①ジェネリック医薬品差額通知
　の送付について（案内文書）

「ジェネリック医薬品差額通知」

実際に医師に処方された薬の中で、ジェネリック医薬品に切
り替えることができる薬をピックアップし、ジェネリック医
薬品に切り替えた場合の具体的な金額をお知らせします。

通知対象者
ジェネリック医薬品に切り替え可能な薬を処方されている
被保険者および被扶養者で、一定額以上の自己負担削減額
のある方

通知方法
会社経由で封筒に入れて配布
（年４回　5・8・11・2月）

②ジェネリック医薬品差額通知書

センコー健保の

通知内容

同封されているもの

平成25年まで：300円以上
　　 ➡
平成26年から：100円以上に拡大

センコー健康保険組合
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Why don't you?

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
！

薬代が安くなる
病　名 服用例 先発医薬品 ジェネリック医薬品 差　額

花 粉 症 １日２回、30日間服用した場合 1,070円 110円 ▶ 960円
糖 尿 病 １日３回、１年間服用した場合 19,360円 11,120円 ▶ 8,240円
脂 質 異 常 症 １日２回、１年間服用した場合 24,120円 9,590円 ▶ 14,530円
高 血 圧 症 １日１回、１年間服用した場合 34,670円 11,200円 ▶ 23,470円
脳梗塞・心筋梗塞 １日３回、１年間服用した場合 56,930円 12,660円 ▶ 44,270円

＊表の価格は、各疾病に対して処方される一般的な薬代の３割自己負担分を計算したものです。　患者が窓口で支払う薬代には調剤技術料や薬学管理料などが含まれます。
＊薬価は平成26年２月現在

ジェネリック医薬品の節約効果

な
ぜ
、
欧
米
に
比
べ
て

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が

普
及
し
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

①
安
全
性
に
対
す
る
不
安

医
療
機
関
の
窓
口
で

「
お
願
い
カ
ー
ド
」
を
提
示
し
ま
し
ょ
う

WEBで検索する

②
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

　
切
り
替
え
る
の
が
面
倒

　
「
安
く
て
本
当
に
効
き
目
が
あ
る
の
か
」「
安

全
性
は
大
丈
夫
な
の
か
」
と
い
う
不
安
か
ら
、

先
発
医
薬
品
を
使
用
し
て
い
る
人
が
い
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、

先
発
医
薬
品
と
効
き
目
や
安
全
性
が
同
等
で

あ
る
と
証
明
さ
れ
た
も
の
だ
け
が
、
厚
生
労

働
大
臣
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
製
品
に
よ
っ
て
は
、
先
発
医
薬
品

よ
り
も
の
み
や
す
く
な
る
よ
う
に
薬
の
大
き

さ
や
味
、
匂
い
の
改
良
や
保
存
性
の
向
上
な

ど
、
よ
り
工
夫
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
薬
事
法
に
よ
っ
て
品
質
基
準
を
ク
リ
ア
し

て
い
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
。
安
心
し
て

お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

か
つ
て
は
、
患
者
側
か
ら
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
を
お
願
い
し
な
い
と
利
用
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
処
方
さ
れ
や
す
い
よ
う

に
処
方
せ
ん
の
様
式
が
変
更
さ
れ
た
り
、
薬

局
で
も
積
極
的
に
利
用
を
勧
め
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た
い

場
合
は
、
ま
ず
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
た
だ
、
先
発
医
薬
品
の
特
許
が
切

れ
て
い
な
い
な
ど
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

が
な
い
場
合
や
、
医
師
の
治
療
上
の
方
針
か

ら
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
替
え
ら
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ふ
だ
ん
服
用
し
て
い
る
薬
を
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
す
る
の

が
不
安
な
場
合
は
、「
お
試
し
調
剤
」

で
試
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
高
血
圧
症
な
ど
の
慢
性
疾
患
な

ど
で
長
期
に
服
用
す
る
薬
を
処
方
さ

れ
た
場
合
な
ど
は
、
最
初
の
１
週
間

く
ら
い
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

替
え
て
様
子
を
み
る
こ
と
も
で
き
ま

す
の
で
、
ま
ず
は
薬
剤
師
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し

た
い
と
き
は
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
を
使
え
ま
す
か
？
」
と
、医
師・

薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。も
し
、

相
談
し
づ
ら
い
、
言
い
づ
ら
い
と
き

は
、
病
院
で
診
察
券
を
出
す
際
や
、

薬
局
で
処
方
せ
ん
を
渡
す
際
、「
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
お
願
い
カ
ー
ド
」

を
提
示
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

かんじゃさんの薬箱 http://www.generic.gr.jp/ （日本ジェネリック医薬品学会）

ジェネリックガイド http://www.generic-guide.jp/ （日本調剤㈱）

かんたん差額計算 http://www.jga.gr.jp/easycalc/ （日本ジェネリック製薬協会）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

　
新
し
く
開
発
さ
れ
た
薬
（
先
発
医
薬
品
・
新
薬
）

に
は
、
膨
大
な
費
用
と
時
間
が
か
か
る
た
め
、
約

20
～
30
年
の
特
許
期
間
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　
特
許
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
他
の
製
薬
会
社
も
同

じ
有
効
成
分
を
使
っ
た
薬
を
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
」
と
し
て
製
造
・
販
売
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
開
発
費
用
を
大
幅
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
先
発
医
薬
品
の
２
～
７
割
の
価
格
で
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。

メリット

「
お
試
し
調
剤
」
を
利
用
す
る

ちょっ
と

おさら
い

当健保組合での節約効果
　当健保組合が実施している「ジェネリック医薬品差
額通知」によって、ジェネリック医薬品に切り替えた
ことによる節約効果は右表のとおりです。

人数 平成24年度① 平成25年度② 削減額①－②

差額通知を配付した
あと節約できた人 178人 2,273千円 1,227千円 ▲1,046千円

平成25年度上期1カ月平均の薬代

※前年同月での「理論値」。 ジェネリックにした人は
薬代が大きく減っています


